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日本 の 気温 と降水量 の 月別 EOF 解析
〜 主 要 モ

ー ドと大気場、海面水温場 との 関係 〜

＊ 石 丸 和樹 ， 山崎 孝治　（北大院 地球環境）

は じめ に

近年、異常気象が多発して お り、2003 年の冷夏、2004

年の暑夏は記憶 に新 しい こ とで あろ う。ま た 、今 年 日

本海側を襲っ た集中豪雨は人々 の 生活 に大きな影響 を与

えた。こ れ らの 異常気象 を事前に 予測 し、災害を軽減す

る事は急務 で あ る 。先攻研 究で は、夏期は 日本付 近 の

高低気圧 に影響を及ぼす原 因は teleconnection によ る

ものが大きい こ とが知 られ て い る （Nitta．1987 ，
Enomoto

et　al．2003，
　Naka 皿 ura 　and 　Fukamachi．2004 な ど）。し

か し、日本の 気温 と降水量か ら teleconnection を考察 し

た研究 は 少な い 。 本研究で は 、逆に 日本の気温 と降水が

どの よ う な大気場、海面水温 （以下、SST ）に関連す る

か を調べ る。

デー
タと解析

　気象庁地上気象観測点 （53 地点を   ：1900 年 〜 2004

年、105年間と   ：1958年 〜 2001 年 の 44 年間）の 月平

均気温と月別降水量を用 い て 各月、各地点 の デー
タか ら

線 形 ト レ ン ドを引 い て 月 別 に EOF 解析を行 っ た。降水

量に 関 し て は観測さ れ た 量に ル ートをかけて か ら、同様

に トレン ドを ひ き EOF 解析を行 っ た 。　 EOF 解析の 結

果 の   時係数 と GISST の SST （1900 年〜2002 年 、103

年間）との相関係数を計算 した 。 ま た 、ECMWF 客観再

解析デー
タ （ユ958 年〜2001 年、44 年間）の 海面気圧 （以

下、SLP ）と 500hPa
，
200hPa の等圧 面高度を 用 い て 、2

0 の 時係数 と相 関係数 を計算し た 。

結果

　日本 の 月平均気温 の EOF 解 析 の 結果、第 1モ
ー

ドで

は どの 月で も 全体的に気温 が 上が っ た り、下が っ た り と

い う変動 パ タ
ーン が見 られ た 。 第 2 モ ー

ドで も、各月

の 変動 パ タ
ーン は 似て お り関東付近を 境に して 北日本

と西 日本 で シー
ソ
ー

的変動、つ ま り、北 日本 の 気温が下

がる と西 日本 の 気温 が上がる と い う変動 パ タ
ー

ンが見

られた。寄与率は第 1モ ー
ドで 60〜80 ％ ．第 2 モ ー

ド

で 10〜20 ％ く らい で あ っ た 。月平均気温 の EOF 解 析

の 時係数と SST との 相関係数を計算 した結果 、各月、

各モ ードで 日本近海 に気温 に対応 した SST の 相関が見

られた。8 月、9 月、11 月、12 月 に太平洋の 赤道付近

で相関が見 られた。これは エ ル ニ
ー

ニ ョ 現象によるもの

と考え られ る 。第 2 モ ードの 9 月、10 月 に 東太平洋の

赤道付近に負の相関が見 られた。 大気場と の相関で は、

1 月、2 月、3 月で 北極振 動 （以下、AO ）に似た パ ター

ン が見 られ た。8 月で は 500hPa 面高度で PJ パ タ
ーン

に 似 た 波列 パ タ
ーン が 見 られ た。10 月、11 月、12 月

に 500hPa、200hPa 面高度 で 西 ヨ
ー

ロ ッ パ か ら北極 海

沿岸を伝播し て く る 波 列 パ タ ーン の よ う な 相 関 が 見 ら

れた 。 図 1 は、10 月 の 月平均気温 の 第 1 モ
ー

ドの 時係

数 と 500hPa 面高度 の 回帰係数分布 で あ る。こ れ を見る

と ヨ ーロ ッ パ 付近か ら日本付近上空へ 波列 の 伝播が見

ら れ る 。第 2 モ ードで も上層の 波列 パ タ
ー

ン の よ うな

相関が見 られ たが 、中心 の 位置が第 1 モ ードと少 しず

れ て い た。

　次 に、月 降水量 の EOF 解析を した結果、第 1モ ード

は気温 と同 じ様な変動 パ ターン を 示 した。しか し、第

2 モ ードの 11 月 〜 2 月は 関東以 西 の 太平洋側 と 日本海

側、東北、北海道で シーソ
ー
的変動がみ られ た 。 他の 月

は関西付近 を境に して シ ーソー的変動が見 られ た。寄

与率は 第 1 モ ー
ドで 30〜 50 ％、第 2 モ ー

ドで 10〜15

％ で あ っ た 。月降 水量 の EOF 解析の 時係数と SST と

の 相関係数 を計算 し た結果、1 月 、2 月、3 月 で 日本近

海か ら東南ア ジ ア に かけて高い相関が見 られた e ま た 、

12 月 に太平洋の赤道域で相関が 見られ エ ル ニ
ー

ニ ョ 現

象 と 関連す る と 考 え ら れ る。第 2 モ
ードで は、目だ っ た

相関が見ら れ なか っ た 。 大気場で は 10 月、11 月 に 上 層

で気温の 同月 と 同 じ よ う な波列 パ タ
ーン が見 られ た。

図 1 の よ う な波列パ ターン を さ らに詳 し く調 べ 、波列

パ タ
ーン の 原 因や SST と の 関係 に っ い て 調 べ て い く予

定で あ る 。

図 1： 10月 の 月平均気温の第 1 モー
ドの 時係数と 500hPa

面高度 の 回帰 係数分布．統計 的 に有意な領 域 を陰影部

（有意水準 5 ％）で 示 す．コ ン ターは 5m 毎
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